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シ
ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム 

「
キ
ラ
ー
・
ジ
ョ
ー
」 

 
 

 
 

 

第
３
稿 

 
 

 
 

脚
本 

大
岡
俊
彦 

    

『
週
刊
石
川
雅
之
そ
の6

 
W
I
L
D
 
B
O
Y
S
 
B
L
U
E
S

』 

 

よ
り 

             

（
キ
ャ
バ
ク
ラ
で
、
自
分
が
殺
し
屋
だ
と
信
じ
て
も

ら
え
な
い
コ
メ
デ
ィ
ー
／
８
分
） 
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配
役 

 

中
年
ジ
ョ
ー(

4
0
)
 

有
沢
康
博 

ア
ケ
ミ(

2
3
)
 

小
橋
め
ぐ
み 

ミ
サ
キ(

2
0
)
 

中
川
愛
海 

田
中
兄(

7
5
)
 

（
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
） 

田
中
弟(

7
0
)
 
 

（
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
） 

 

ジ
ョ
ー(

2
0
)
 

（
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
） 

タ
ナ
ー
兄(

5
5
)
 
 

（
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
） 

タ
ナ
ー
弟(

5
0
)
 
 

（
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
） 

恵
子(

2
0
)
 

小
橋
め
ぐ
み
（
二
役
） 

  

し
お
り 

 

（
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
） 

千
夏 

 

（
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
） 

樹
利
亜 

 

（
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
） 

ジ
ャ
ス
ミ
ン 

（
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
） 

 

追
手
Ａ 

 

内
ト
ラ 

追
手
Ｂ 

 

内
ト
ラ 

 

店
の
キ
ャ
バ
ク
ラ
嬢
た
ち 

エ
キ
ス
ト
ラ 

店
の
客
た
ち
、
ボ
ー
イ 

エ
キ
ス
ト
ラ 
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○ 

ク
レ
ジ
ッ
ト 
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D
A
I
 
K
I
K
A
K
U
 
P
r
e
s
e
n
t
s
 

 

○ 

夜
、
裏
道
（
回
想
） 

  
 

 

闇
。
走
る
男
の
足
音
。
息
づ
か
い
。 

ジ
ョ
ー
Ｖ
Ｏ
「
暗
闇
の
中
、
俺
は
追
手
か
ら
逃
れ
て 

 

い
た
。
」 

 
 

壁
に
も
た
れ
て
休
む
男
（
ジ
ョ
ー
）
。
左 

 
 

 

手
に
握
っ
た
銃
。 

ジ
ョ
ー
Ｖ
Ｏ
「
死
神
と
呼
ば
れ
た
俺
が
し
く
じ
っ
た 

 

ぜ
。
残
り
の
弾
丸
は
三
発
。
俺
は
そ
の
絶
体
絶
命 

 

を
楽
し
ん
で
い
た
。
」 

 
 

 

サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
、
自
嘲
す
る
ジ
ョ
ー
。 

 

○
キ
ャ
バ
ク
ラ 

  
 

 

か
け
て
い
た
サ
ン
グ
ラ
ス
を
外
す
中
年
男
。 

 
 

 

（
部
分
シ
ョ
ッ
ト
。
し
ば
ら
く
ど
ん
な
男
か 

 
 

 

分
か
ら
な
い
） 

 
 

 

テ
ー
ブ
ル
に
置
か
れ
た
そ
れ
は
、
回
想
で
ジ 

 
 

 

ョ
ー
が
か
け
て
い
た
も
の
と
同
じ
。 

 
 

 

相
手
を
し
て
い
た
向
い
の
キ
ャ
バ
嬢
ミ
サ
キ
、 

 
 

 

興
味
深
げ
に
。 

ミ
サ
キ 

「
え
ー
？ 

そ
れ
が
そ
の
サ
ン
グ
ラ
ス 

 

ー
？
」 

中
年
男 

「
触
っ
て
み
る
？
」 

ミ
サ
キ 

「
う
わ
ー
（
笑
）
」 

 
 

 

キ
ャ
バ
嬢
ア
ケ
ミ
が
、
男
の
隣
に
座
る
。 

ア
ケ
ミ 

「
失
礼
し
ま
ー
す
。
」 

中
年
男 

「
失
礼
さ
れ
ま
ー
す
。
」 

ア
ケ
ミ 

「
（
笑
）
ア
ケ
ミ
で
ー
す
。
」 

ミ
サ
キ 

「
ね
え
ね
え
こ
の
人
の
話
超
面
白
い
よ
」 

ア
ケ
ミ 

「
（
酒
を
つ
く
り
な
が
ら
）
お
仕
事
と
か
な 

 

に
し
て
ん
の
？
」 

 
 

 

は
じ
め
て
フ
ル
シ
ョ
ッ
ト
。
中
年
男
は
、
で 

 
 

 

っ
ぷ
り
し
て
い
て
精
彩
が
な
い
感
じ
。 

中
年
男 

「
オ
レ
？
・
・
・
殺
し
屋
。
」 
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ふ
た
り
大
爆
笑
。 

ア
ケ
ミ 

「
そ
ん
な
わ
け
な
い
じ
ゃ
ん
！
（
笑
）
」 

ミ
サ
キ 

「
マ
ジ
お
も
ろ
い
！ 

サ
イ
コ
ー
（
笑
）
」 

 
 

 

首
を
か
し
げ
て
い
る
中
年
男
（
中
年
ジ
ョ
ー
）
。 

 
 

 
憎
め
な
い
キ
ャ
ラ
だ
。 

 

○ 

タ
イ
ト
ル 

『
キ
ラ
ー
・
ジ
ョ
ー
』 

 

○ 

夜
、
裏
道
（
回
想
） 

  
 

 

ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
に
散
弾
銃
を
持
っ
た
背
の
高 

 
 

 

い
男
（
タ
ナ
ー
弟
）
が
ほ
え
て
い
る
。 

タ
ナ
ー
弟
「
ま
だ
か
！ 

キ
ラ
ー
ジ
ョ
ー
は
よ 

 

お
！
！ 

（
死
神1

3

の
タ
ロ
ッ
ト
を
出
し
）
こ
の 

 

カ
ー
ド
で
予
告
な
ん
て
や
り
方
は
も
う
時
代
遅
れ 

 

な
ん
じ
ゃ
な
い
ス
か
！
？ 

ね
ェ
兄
貴
！
」 

 
 

 

空
に
一
発
撃
つ
。
ジ
ャ
キ
ッ
。 

 
 

 

後
方
に
は
、
猿
ぐ
つ
わ
を
さ
れ
、
殴
ら
れ
た 

 
 

 

跡
の
あ
る
女
（
恵
子
）
と
、
い
ス
ー
ツ
の
男 

 
 

 

（
タ
ナ
ー
兄
）
。 

タ
ナ
ー
兄
「
ま
あ
落
ち
着
け
。
女
を
持
っ
て
る
の
は 

 

こ
っ
ち
だ
。
奴
が
人
間
な
ら
い
ず
れ
こ
こ
に
来
る
。 

 

そ
れ
と
も
、
ア
ン
タ
は
本
当
の
死
神
と
恋
を
し
て 

 

い
る
の
か
な
？
」 

 
 

 

恵
子
の
髪
を
つ
か
む
タ
ナ
ー
兄
。 

 
 

 

は
げ
し
く
に
ら
み
返
す
恵
子
。 

タ
ナ
ー
弟
「
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
早
く
来
い
よ
死
神
さ
ん 

 

ッ
！
お
め
ェ
の
評
判
は
タ
ナ
ー
兄
弟
が
喰
っ
て
や 

 

る
ぜ
ッ
！
！
」 

 

○ 

キ
ャ
バ
ク
ラ 

 

ア
ケ
ミ 

「
で
？ 

で
？ 

で
？
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
信
じ
て
な
い
で
し
ょ
。
」 

ア
ケ
ミ 

「
違
う
の
！ 

続
き
は
！
」 

 

○ 

夜
、
裏
道
（
回
想
） 

 

ジ
ョ
ー
Ｖ
Ｏ
「
キ
ラ
ー
・
ジ
ョ
ー
の
得
意
技
は
左
手 

 

撃
ち
。
右
利
き
な
ん
だ
け
ど
、
銃
は
左
手
。
」 
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カ
ッ
コ
い
い
音
楽
。
以
下
、
Ｐ
Ｖ
風
の
ノ
ワ 

 
 

 

ー
ル
演
出
（
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
撮
影
多
用
）
。 

 
 

 

追
い
詰
め
ら
れ
た
ジ
ョ
ー
。
左
手
に
も
っ
た 

 
 

 

銃
。
明
滅
す
る
水
銀
灯
。 

 
 

 
コ
ー
ト
を
ひ
る
が
え
し
構
え
る
。 

 
 

 
追
手
ふ
た
り
が
迫
っ
て
い
る
。 

 
 

 

横
に
走
る
ジ
ョ
ー
。
追
手
、
銃
を
何
発
も
撃 

 
 

 

っ
て
く
る
。
横
に
走
り
な
が
ら
二
発
撃
つ
。 

 
 

 

倒
れ
る
追
手
Ａ
、
Ｂ
。 

 
 

 

ジ
ョ
ー
の
銃
は
、
左
側
か
ら
薬
莢
が
吐
き
出 

 
 

 

さ
れ
る
。（
そ
う
い
う
銃
が
な
け
れ
ば
左
右
反 

 
 

 

転
で
表
現
？
） 

ジ
ョ
ー
Ｖ
Ｏ
「
ジ
ョ
ー
の
銃
は
、
左
利
き
専
用
な
の 

 

さ
。
さ
あ
残
り
の
弾
は
あ
と
一
発
だ
。
敵
は
凄
腕 

 

の
タ
ナ
ー
兄
弟
。
い
つ
も
は
雇
い
の
殺
し
し
か
し 

 

な
い
殺
し
屋
が
、
は
じ
め
て
自
分
の
為
に
動
い
た
。 

 

そ
れ
が
ミ
ス
だ
っ
た
。
」 

 

○ 

キ
ャ
バ
ク
ラ 

 

ア
ケ
ミ 

「
ど
ん
な
ど
ん
な
？
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
・
・
・
情
が
入
る
と
、
こ
わ
く
な
る
。
」 

ミ
サ
キ 

「
こ
わ
く
な
る
？
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
好
き
な
人
に
銃
を
向
け
る
と
き
の
気 

 

持
ち
。
」 

ア
ケ
ミ 

「
銃
を
向
け
た
の
？
」 

 
 

 

中
年
ジ
ョ
ー
、
カ
ッ
コ
つ
け
て
左
手
で
銃
を 

 
 

 

む
け
る
ふ
り
。 

 

○ 

夜
、
裏
道
（
回
想
） 

  
 

 

同
じ
ポ
ー
ズ
で
銃
を
構
え
る
ジ
ョ
ー
（O

L

つ 

 
 

 

な
ぎ
な
ど
で
）
。 

 
 

 

そ
の
先
に
は
タ
ナ
ー
兄
弟
、
恵
子
。 

タ
ナ
ー
弟
「
ア
ー
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
！ 

よ
く
追
手 

 

を
か
わ
し
た
な
！
」 

タ
ナ
ー
兄
「
ど
う
す
る
？ 

２
対
１
だ
ぜ
。
」 

 
 

 

銃
を
恵
子
に
向
け
る
ジ
ョ
ー
。 

タ
ナ
ー
兄
「
・
・
・
お
い
、
こ
の
女
狙
っ
て
る
フ
リ 

 

し
て
何
た
く
ら
ん
で
る
？
」 
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恵
子
の
後
ろ
に
隠
れ
る
兄
。 

タ
ナ
ー
弟
「
お
い
！
聞
い
て
ん
の
か
？ 

ア
ニ
キ
の 

 

言
葉
を
よ
ォ
！
！
」 

 
 

 

詰
め
寄
る
。 

 
 

 
ジ
ョ
ー
、
引
き
金
を
引
く
。 

 
 

 
銃
弾
目
線
。
発
射
さ
れ
た
弾
は
、
恵
子
と
兄 

 
 

 

の
わ
ず
か
な
隙
間
へ
。 

 
 

 

落
ち
る
猿
ぐ
つ
わ
と
、
眉
毛
。 

タ
ナ
ー
兄
「
あ
。
」 

 
 

 

右
眉
を
触
る
。 

恵
子 

「
ジ
ョ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
」 

 

○ 

キ
ャ
バ
ク
ラ 

 

中
年
ジ
ョ
ー
「
そ
こ
で
タ
ナ
ー
兄
弟
は
戦
意
喪
失
。 

 

助
け
た
彼
女
、
恵
子
が
、
今
の
奥
さ
ん
。
」 

ミ
サ
キ 

「
す
ご
ー
ー
ー
い
。
」 

ア
ケ
ミ 

「
て
い
う
か
、
よ
く
出
来
て
る
。
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
い
や
い
や
作
り
話
だ
と
思
っ
て
る
だ 

 

ろ
？
」 

ア
ケ
ミ 

「
（
笑
）
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
作
り
話
で
し
ょ
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
そ
う
い
え
ば
ア
ケ
ミ
ち
ゃ
ん
、
あ
の 

 

時
の
彼
女
に
そ
っ
く
り
だ
。
」 

ア
ケ
ミ 

「
（
爆
笑
）
超
ウ
ケ
る
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
ウ
チ 

 

の
コ
は
口
説
け
な
い
よ
。
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
え
？
」 

ア
ケ
ミ 

「
だ
っ
て
そ
ん
な
ウ
ソ
つ
く
人
一
杯
来
る 

 

も
ん
。
（
笑
）
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
ウ
ソ
じ
ゃ
な
い
よ
！
」 

ア
ケ
ミ 

「
い
や
い
や
い
や
い
や
（
笑
）
。
な
ん
で
男 

 

の
人
っ
て
、
カ
ッ
コ
つ
け
た
が
っ
て
嘘
ま
で
つ
く 

 

の
？
消
防
士
と
か
さ
ー
、『
オ
レ
、
ト
ビ
』
と
か
さ 

 

ー
。
」 

ミ
サ
キ 

「
あ
と
、
業
界
人
。
誰
々
ち
ゃ
ん
と
マ
ブ
、 

 

と
か
多
い
多
い
。
」 

ア
ケ
ミ 

「
前
『
オ
レ
椎
茸
作
っ
て
る
』
と
か
も
い 

 

た
。
」 

ミ
サ
キ 

「
（
笑
）
」 

ア
ケ
ミ 

「
あ
と
ね
、『
俺
は
占
い
師
だ
か
ら
、
性
感 

 

帯
が
ど
こ
か
当
て
て
や
る
。
乳
首
だ
ー
ッ
』
っ
て 
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触
ら
れ
た
。
当
た
り
前
だ
っ
ち
ゅ
ー
の
。
」 

ミ
サ
キ 

「
で
、
お
兄
さ
ん
名
前
な
ん
だ
っ
け
？
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
・
・
・
キ
ラ
ー
・
ジ
ョ
ー
っ
て
い
い 

 
ま
す
。
」 

ア
ケ
ミ 

「
（
爆
笑
）
ウ
ケ
る
ウ
ケ
る
。
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
今
の
は
若
い
頃
の
話
。2

0

年
前
。
ミ 

 

サ
キ
ち
ゃ
ん
が
今
ま
で
一
番
苦
労
し
た
バ
ナ
シ
を 

 

し
た
か
ら
。
」 

ア
ケ
ミ 

「
（
笑
）
で
も
な
か
な
か
そ
ん
な
事
言
う
人 

 

い
な
い
よ
！ 

て
い
う
か
一
番
面
白
か
っ
た
か
も
。 

 

分
か
っ
た
。
私
は
ソ
ッ
ク
リ
な
の
ね
、
そ
の
彼
女 

 

に
。
」 

 
 

 

イ
タ
ズ
ラ
っ
ぽ
く
急
に
上
目
遣
い
。 

中
年
ジ
ョ
ー
「
ホ
ン
ト
に
似
て
る
。
昔
の
恵
子
ソ
ッ 

 

ク
リ
。
ち
ょ
っ
と
目
つ
ぶ
っ
て
。
」 

ア
ケ
ミ 

「
？
」
目
を
つ
ぶ
る
。 

 

○ 

夜
、
裏
道
（
回
想
） 

  
 

 

抱
き
合
う
ジ
ョ
ー
と
恵
子
。
恵
子
目
を
つ
ぶ 

 
 

 

り
、
熱
い
キ
ス
へ
・
・
・ 

 

○ 

キ
ャ
バ
ク
ラ 

 

中
年
ジ
ョ
ー
「
あ
あ
、
恵
子
・
・
・
。
」 

 
 

 

ア
ケ
ミ
に
チ
ュ
ー
し
よ
う
と
す
る
。 

ア
ケ
ミ 

「
ち
ょ
っ
と
な
に
し
て
ん
の
！
（
笑
） 

奥 

 

さ
ん
な
ん
で
し
ょ
？ 

そ
の
人
。
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
う
ん
。
家
で
待
っ
て
る
。
」 

ア
ケ
ミ 

「
（
笑
）
そ
の
わ
り
に
は
ひ
と
り
で
来
て
る 

 

し
。
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
そ
ん
な
に
嘘
っ
ぽ
い
？
」 

ア
ケ
ミ 

「
ま
あ
、
こ
こ
は
話
を
楽
し
む
所
だ
か
ら
。 

 

け
っ
こ
う
み
ん
な
話
面
白
く
す
る
為
に
嘘
つ
い
て 

 

る
よ
ね
。
」 

ミ
サ
キ 

「
え
、
嘘
な
ん
で
す
か
？ 

私
ほ
ん
と
だ 

 

と
思
っ
て
た
。
」 

ア
ケ
ミ 

「
だ
っ
て
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
社
長
だ
け
で5

0

人 

 

ぐ
ら
い
い
る
じ
ゃ
ん
。
こ
な
い
だ
首
相
も
ふ
た
り 

 

来
た
し
（
笑
）
。
殺
し
屋
も
い
る
ね
。
こ
の
店
だ
け 
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で1
0

人
は
い
た
ね
。
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
ま
じ
で
？
」 

ア
ケ
ミ 

「
あ
の
人
も
、
あ
の
人
も
、
え
ー
と
、
あ 

 
の
人
も
そ
う
。
」 

 
 

 
色
々
パ
ン
。 

 
 

 
明
ら
か
に
違
う
（
こ
の
客
の
中
に
キ
ャ
バ
ク 

 
 

 

ラ
有
名
人
を
混
ぜ
た
い
）
。 

中
年
ジ
ョ
ー
「
あ
ー
ー
ー
ー
ッ
！
！
」 

ア
ケ
ミ 

「
な
に
？
」 

 
 

 

目
線
の
先
に
は
、
背
の
高
い
ジ
ジ
イ
の
客
（
田 

 
 

 

中
弟
）
。 

中
年
ジ
ョ
ー
「
タ
ナ
ー
兄
弟
！
！
」 

ア
ケ
ミ 

「
だ
れ
？
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
さ
っ
き
の
話
に
出
て
き
た
で
し
ょ
！ 

 

 

地
獄
の
兄
弟
、
弟
の
方
！
」 

 
 

 

席
を
立
つ
中
年
ジ
ョ
ー
。 

 

○ 

同
キ
ャ
バ
ク
ラ
内
、
田
中
弟
の
席 

  
 

 

田
中
弟
、
キ
ャ
バ
嬢
（
し
お
り
、
千
夏
）
と 

 
 

 

盛
り
上
が
っ
て
い
る
。 

田
中
弟 

「
え
ー
？ 

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
に
マ
ヨ
ネ
ー 

 

ズ
？
」 

 
 

 

つ
け
て
食
べ
よ
う
と
す
る
。 

し
お
り 

「
ち
が
ー
う
の
。
こ
う
や
っ
て
（
ポ
ッ
プ 

 

コ
ー
ン
に
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
つ
け
て
、
そ
こ
に
更
に 

 

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
ひ
っ
つ
け
る
）
つ
け
て
食
べ
る 

 

の
。
は
い
、
あ
ー
ん
。
」 

 
 

 

ド
サ
リ
と
座
る
中
年
ジ
ョ
ー
。 

田
中
弟 

「
あ
ん
？ 

・
・
・
あ
ー
ー
ー
ー
！
！
」 

千
夏 

「
な
に
ー
？
こ
の
人
、
田
中
さ
ー
ん
。
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
田
中
さ
ん
？
」 

田
中
弟 

「
あ
っ
・
・
・
、
ち
ょ
っ
・
・
・
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
タ
ナ
ー
兄
弟
っ
て
、
ま
さ
か
、
田
中 

 

兄
弟
っ
て
こ
と
？
」 

田
中
弟 

「
（
知
ら
な
い
フ
リ
）
だ
、
誰
な
ん
だ
オ
マ 

 

エ
？
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
忘
れ
も
し
ね
え
ぜ
、2

0

年
ぶ
り
か
。 

 

宿
敵
と
思
っ
て
た
ん
だ
ぜ
。
」 

田
中
弟 

「
な
あ
、
楽
し
く
や
ろ
う
ぜ
。
こ
こ
は
キ 
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ャ
バ
ク
ラ
な
ん
だ
か
ら
さ
あ
。
」 

 
 

 

ト
イ
レ
か
ら
、
右
眉
の
な
い
も
う
ひ
と
り
の 

 
 

 

ジ
ジ
イ
（
田
中
兄
）
が
出
て
く
る
。 

千
夏 

「
お
帰
り
、
田
中
お
兄
さ
ん
。
」 

 
 

 
お
し
ぼ
り
を
渡
す
。 

田
中
兄 
「
ジ
ョ
ー
ー
ー
ー
ー
！
！ 

な
に
や
っ
て 

 

ん
だ
お
ま
え
！
！
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
あ
ん
た
こ
そ
、
地
獄
の
タ
ナ
ー
兄
弟 

 

が
実
は
田
中
兄
弟
っ
て
、
俺
を
ガ
ッ
カ
リ
さ
せ
ん 

 

な
よ
。
」 

し
お
り 

「
え
ー
？ 

こ
の
人
が
さ
っ
き
言
っ
て
た 

 

ジ
ョ
ー
さ
ん
？
」 

田
中
兄 

「
お
う
。
俺
が
育
て
た
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ 

 

ン
。
」 

千
夏 

「
さ
っ
き
真
っ
白
な
灰
に
な
っ
て
死
ん
だ 

 

っ
て
言
っ
て
た
、
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
そ
の
ジ
ョ
ー
か
よ
俺
は
！
！
」 

 

○ 

同
キ
ャ
バ
ク
ラ
内
、
中
年
ジ
ョ
ー
の
席 

  
 

 

が
っ
か
り
し
て
い
る
中
年
ジ
ョ
ー
。 

中
年
ジ
ョ
ー
「
ま
っ
た
く
、
み
ん
な
嘘
ば
っ
か
り
つ 

 

い
て
る
よ
。
」 

ア
ケ
ミ
、
お
し
ぼ
り
を
渡
す
。 

ア
ケ
ミ 

「
私
は
ホ
ン
ト
の
事
言
っ
て
ほ
し
い
な
。 

 

そ
の
人
の
等
身
大
を
見
た
い
と
思
う
も
ん
。
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
え
？
」 

ア
ケ
ミ 

「
ホ
ン
ト
の
自
分
で
ぶ
つ
か
っ
て
く
る
人 

 

の
方
が
ス
テ
キ
。
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
そ
う
？ 

だ
ま
さ
れ
る
な
ら
、
夢
見 

 

て
た
方
が
よ
く
な
い
？
」 

ア
ケ
ミ 

「
中
々
い
な
い
よ
、
そ
ん
な
一
流
の
サ
ギ 

 

師
。
た
と
え
ば
ね
、
ア
ケ
ミ
が
ジ
ョ
ー
さ
ん
好
き 

 

だ
か
ら
指
輪
買
っ
て
、
と
か
言
っ
た
ら
信
じ
る
？
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
え
？ 

好
き
な
の
？ 

オ
レ
。
」 

ア
ケ
ミ 

「
だ
か
ら
買
っ
て
。
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
ど
、
ど
こ
で
買
う
？
」 

ア
ケ
ミ 

「
買
っ
て
き
て
、
お
店
で
渡
し
て
ね
。
」 

 
 

 

ド
ギ
マ
ギ
す
る
中
年
ジ
ョ
ー
。 

 
 

 

バ
レ
な
い
よ
う
に
笑
い
を
こ
ら
え
る
ミ
サ
キ
。 
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ミ
サ
キ 

「
ジ
ョ
ー
さ
ん
名
刺
下
さ
い
。
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
殺
し
屋
は
名
刺
な
ん
か
持
っ
て
な
い 

 

っ
す
。
」 

ア
ケ
ミ 

「
（
笑
）
お
も
ろ
い
！
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
い
や
、
ウ
ケ
と
か
ね
、
そ
う
い
う
こ 

 

と
じ
ゃ
な
く
て
。
」 

ア
ケ
ミ 

「
分
か
っ
た
分
か
っ
た
。
キ
ラ
ー
・
ジ
ョ 

 

ー
さ
ん
の
話
は
ホ
ン
ト
な
ん
だ
よ
ね
。
あ
と
、
な 

 

ん
だ
っ
け
。
後
ろ
に
立
た
れ
る
と
嫌
な
ん
だ
よ
ね
。 

 

こ
ん
な
感
じ
？
」 

 
 

 

椅
子
と
ジ
ョ
ー
の
間
に
入
ろ
う
と
す
る
。 

中
年
ジ
ョ
ー
「
や
め
て
よ
。
」 

ミ
サ
キ 

「
（
笑
）
」 

ア
ケ
ミ 

「
エ
ッ
チ
は
黙
っ
て
す
る
の
？
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
・
・
・
ち
ょ
っ
と
声
出
す
。
」 

ア
ケ
ミ 

「
キ
ー
モ
ー
イ
！
」 

ミ
サ
キ 

「
イ
メ
ー
ジ
ち
が
う
ー
。
」 

ア
ケ
ミ 

「
や
っ
ぱ
ウ
ソ
だ
！
！
」
ふ
た
り
大
爆
笑
。 

 

○ 

キ
ャ
バ
ク
ラ
店
外
、
深
夜 

  
 

 

店
か
ら
出
て
く
る
中
年
ジ
ョ
ー
。 

 
 

 

見
送
る
ア
ケ
ミ
、
ミ
サ
キ
。 

中
年
ジ
ョ
ー
「
は
あ
・
・
・
。
ま
た
ケ
ー
タ
イ
番
号 

 

ゲ
ッ
ト
出
来
な
か
っ
た
よ
・
・
・
。
」 

 

○ 

深
夜
、
裏
道 

  
 

 

中
年
ジ
ョ
ー
、
く
わ
え
煙
草
を
プ
ッ
と
天
に 

 
 

 

吹
く
。
懐
か
ら
左
手
で
銃
を
抜
き
、
全
弾
撃 

 
 

 

つ
。 

 
 

 

空
中
の
タ
バ
コ
、
は
じ
か
れ
て
空
中
で
踊
り 

 
 

 

続
け
る
。 

中
年
ジ
ョ
ー
「
お
っ
か
し
い
な
あ
・
・
・
。
殺
し
屋 

 

っ
て
、
リ
ア
リ
テ
ィ
な
い
の
か
な
あ
・
・
・
。
」 

 

○ 

別
の
キ
ャ
バ
ク
ラ 

樹
利
亜 

「
お
仕
事
、
何
な
さ
っ
て
る
ん
で
す
か
？
」 

中
年
ジ
ョ
ー
「
オ
レ
？ 

・
・
・
殺
し
屋
。
」 

樹
利
亜 

「
え
ー
ー
ー
ー
ー
ー
？
（
笑
）
」 
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ジ
ャ
ス
ミ
ン
「
ま
た
ウ
ソ
い
っ
て
！
」 

 
 

 

中
年
ジ
ョ
ー
、
し
ょ
ん
ぼ
り
。 

 
 

 

暗
転
。 

 
○ 
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル 

  
 

 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
華
麗
な
音
楽
に
、 

 
 

 

キ
ャ
バ
ク
ラ
嬢
の
名
刺
風
に
キ
ャ
ス
ト
紹
介
。 

 
 

 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ロ
ー
ル
。 

  
 

 

お
し
ま
い
。 

 


